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令和６年度研究推進計画        三次市立川西小学校 

研究主題 
自分を見つめ，他者と関わり合い，より深くより広く，考える児童の育成 

～道徳科の授業づくりを通して～ 

主題設定の 

理由 

１ 研究主題設定の理由 

近年，変化の激しい社会において，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，他者と共によりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養うことが，ますます求められている。そこで本校では，令和２年度から，「読む道徳」から

「考え議論する道徳」への転換を図る授業づくりを通して，一人一人がじっくりと考え，他者の考えを受け止めて，自

分の考えを深化させたり，広げたりする児童を育成したいと考え，本研究主題を設定している。「発問の検討」と「他

者との関わり合う場面の設定」を柱とし，研究に取り組んだ成果と課題を次のとおりである。 

〇成果 

【発問に関わって】 

・分析シートにより，ねらいとする道徳的価値にせまる場面を明らかにし，発問を絞り込み，一人一人がじっくり考 

えられる場面を設定した。問い返し発問をすることで，児童同士の意見交流の質を上げることができた。 

・発問を絞り込み，前段と後段に，道徳価値について，発問することで，学習後の考えの深まりや広がりを児童自 

身が実感できていた。 

【対話的な場面の設定に関わって】 

・資料によって，展開，終末などと，様々な場面で対話場面を設定した。対話を通して，自分たちの生活のことに 

ついて，より深めることができ，道徳的価値を高める話し合いができた。 

 【児童アンケートの結果から】 

  ・「自分の考えと友達の考えを比べながら，しっかりと考えて自分の考えが深まった」,肯定的回答 95.6％（11 月，目標値 80％） 

●課題                                                     

【発問の絞り込みに関わって】 

・ねらいにせまる道徳的価値がぶれてしまい，話し合う内容が多岐にわたってしまった。（木を見ずして森を見る状態） 

・発問が抽象的となり，児童たちが考えにくい授業展開もあった。 

【対話的な場面の設定に関わって】 

・設定方法に問題があり，指導者に向かって発言をする児童がいる。 

・対話後の交流の仕方が不十分であった。タブレットの活用も検討出来た。 

  【児童アンケートの結果から】 

  ・「自分の考えと友達の考えを比べながら，しっかりと考えて自分の考えが深まった」の否定的な回答をする児童

が，7 月時点より 11 月の時点で、2 名減った。教材によっては，肯定的な評価が下がることもあった。このことか

ら，中心的価値について考えを深めさせる発問の工夫や，他者との関わり合う場面設定を工夫していく必要が

あると考える。 

２ 研究主題のとらえ  

本校における「自分を見つめる」とは，「自らを振り返って成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたり

することができるようになること」ととらえる。また，「他者と関わり合い，より深くより広く，考える」とは，道徳科の授業の

中で，登場人物や学級の友達の思いや考えに触れ，それを受け入れたり，自分の考えと比較したりすることで，自分

の考えを深化させ，多面的に見つめ直すこととする。 

研究仮説 

 

 発問を絞り込み，他者との関わり合いの場面を設定し，「読む道徳」から「考え議論する道徳」へと授業改善を図れ

ば，一人一人がじっくりと考え，他者の考えを受け止めて，自分の考えを深化させたり，広げたりする児童を育成する

ことができるであろう。 

研究内容 

 

１ 発問の検討～教材分析シートを活用して，発問を絞り込み，問い返しの発問の質を上げる。 

教材分析シートの作成を通して，ねらいとする道徳的価値に迫る場面を明らかにする。道徳的な中心場面につい

て考える上で，共通認識が必要な内容の発問だけに絞る。このようにして，中心的な場面について，一人一人がじっ

くりと考えなければ結論が導き出せないような発問を作り出し，児童同士の意見交流の質を上げる。 

２ 授業における対話場面の設定 

・導入で取り入れる……一読後，なぜ？と思うところをグループで話し合う。どういう思いで登場人物がポイントとな

る箇所の行動をしたのかを検討する。 

・展開で取り入れる……ペアやグループで役割演技を通して考えさせる方法を取り入れる。 

・終末で取り入れる……教師の説話，ペアやグループや全体での振り返りの共有を行い，道徳的価値の実践化

への意欲向上につなげる。 

検証の指標

及び 

検証方法 

１ 児童アンケート「自分の考えと友達の考えを比べながらしっかりと考えて自分の考えが深まった」児童 90％以上。 

２ 教師アンケート（４段階評価）「児童は，自分の考えと友達の考えを比べながら，しっかりと考えて自分の考えを深

めることができている」の平均値 3.0 以上。 

３ 生活アンケートにおいて，自己肯定感（自分のよさの自覚・得意なことがある・努力して嬉しい・認められている）に

係る 4 項目の肯定的回答をした児童 77％以上（令和５年度 12 月実施の校内での追調査 77.3％）。 

研究構想図  川西小学校研究構想図（P１０） 

 


